
特集 これからの開発協力のあり方

２
０
２
３
年
６
月
、
わ
が
国
の
開
発
協
力
の
指
針

を
示
す
開
発
協
力
大
綱（
以
下
、「
大
綱
」）が
約
８
年

ぶ
り
に
改
定
さ
れ
た
。
大
綱
が
策
定
さ
れ
た
２
０
１

５
年
以
降
、
気
候
変
動
や
感
染
症
と
い
っ
た
地
球
規

模
課
題
の
深
刻
化
や
米
中
摩
擦
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
に
よ
っ
て
、
国
際
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
た
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
価
格
の

高
騰
は
、
各
国
・
地
域
の
格
差
拡
大
を
加
速
さ
せ
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）の
達
成
に
向
け

て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
こ
と
を
基
本
に
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
必
要
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
に
あ
た
り
、
わ
が
国

は
、
開
発
協
力
を
外
交
の
最
も
重
要
な
ツ
ー
ル
の
一

つ
と
位
置
付
け
、
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
の
維

持
・
強
化
に
貢
献
し
、
国
際
的
な
存
在
感
を
向
上
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
公
的
資
金
を
触
媒
と
し

て
活
用
し
、
開
発
協
力
へ
の
参
画
を
通
じ
て
新
規
市

場
を
開
拓
・
創
造
し
、
経
済
安
全
保
障
を
確
保
し
な

が
ら
、
わ
が
国
経
済
力
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

経
団
連
は
、
政
府
に
よ
る
大
綱
の
改
定
に
あ
た
り
、

意
見
の
公
表（
注
）や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
に
新

副会長
開発協力推進委員長
三井物産会長

安
やすなが
永竜

たつお
夫

副会長
開発協力推進委員長
日本電気特別顧問

遠
えんどう
藤信

のぶひろ
博

新
た
な
開
発
協
力
大
綱
に
基
づ
く

イ
ン
フ
ラ
の
海
外
展
開
に
向
け
て
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大
綱
へ
の
期
待
を
述
べ
る
。

開
発
協
力
を
通
じ
た
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
具
体
化

２
０
１
６
年
に
ケ
ニ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第
６
回
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
）に
お
い
て
、
安

倍
晋
三
首
相（
当
時
）が
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド

太
平
洋（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
：Free

and
O
pen

Indo-

Pacific

）」
を
提
唱
し
て
か
ら
約
７
年
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
、
世
界
秩
序
に
対
す
る
様
々
な
挑
戦
が
顕
在

化
し
、「
法
の
支
配
」
や
「
自
由
」
等
を
重
視
す
る

Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
推
進
は
、
一
層
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
認
識
に
基
づ
き
、
経
団
連
は
先
の

意
見
に
お
い
て
、
開
発
協
力
を
通
じ
て
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の

理
念
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し

て
お
り
、
新
た
な
大
綱
に
も
同
趣
旨
の
記
載
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
各
国

に
お
け
る
法
の
支
配
の
確
立
、
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
実
現
、
民
主
化
の
促
進
・
定
着
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
等
の
た
め
、
法
令
の
起
草
支
援
や
制
度
整
備
支

援
、
人
材
育
成
等
の
法
制
度
整
備
支
援
」
を
行
う
旨

が
明
記
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
た
い
。

今
後
定
め
ら
れ
る
地
域
別
・
国
別
開
発
協
力
方
針

や
、
開
発
協
力
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
理
念
が
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

日
本
企
業
と
し
て
も
開
発
協
力
へ
の
参
画
を
通
じ
、

ホ
ス
ト
国
・
地
域
に
お
け
る
平
和
と
繁
栄
の
構
築
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
、
経
済
安
全
保
障
を
含
む
わ

が
国
の
国
力
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

適
切
な
管
理
を
通
じ
た

「
イ
ン
フ
ラ
」
整
備
を
推
進

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）

や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）

の
推
進
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
・
多
様
化
、

感
染
症
リ
ス
ク
に
鑑
み
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
の
充

実
な
ど
を
含
め
、
今
後
、
世
界
で
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
対
す
る
莫
大
な
投
資
が
見
込
ま
れ
る
。「
質
の
高

い
成
長
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
投
資

を
適
切
な
管
理
の
も
と
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
た
め
に
過
大
な
融
資
を
受
け
た
国
・
地
域
が
、

経
済
環
境
の
変
化
等
に
対
応
で
き
ず
、
返
済
困
難
な

状
況
に
陥
る
、
い
わ
ゆ
る
「
債
務
の
罠
」
の
問
題
が

顕
在
化
し
て
い
る
。

新
た
な
大
綱
で
は
、
相
手
国
・
地
域
の
債
務
の
持

続
可
能
性
に
十
分
配
慮
し
、
開
発
協
力
を
行
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
わ
が
国
は
、
海
上
・
航
空
等
の
安

全
管
理
、
防
災
・
強
靭
化
技
術
、
気
候
変
動
・
環
境

の
対
応
に
資
す
る
都
市
開
発
、
安
全
・
安
心
な
交
通

シ
ス
テ
ム
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
関
連
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
制
度
整
備
に
強
み
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の

ハ
ー
ド
面
で
の
知
見
と
経
験
を
存
分
に
活
用
し
、
運

営
・
維
持
管
理（
Ｏ
＆
Ｍ
）へ
の
関
与
、
人
材
育
成
等

に
よ
る
連
結
性
の
強
化
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
協
力
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
国
・
地
域
に
お

け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進
、
民
間
企
業
の
円
滑
な

事
業
展
開
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
わ
が
国
企
業
の

強
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
国
に
よ
る
開
発
協
力
と

差
別
化
を
図
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。
新
た
な
大

綱
に
基
づ
き
、
開
発
協
力
が
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
で
の
イ
ン
フ
ラ
協
力
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
、

連
続
性
と
持
続
性
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。
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提
案
型
ア
プ
ロ
ー
チ
の
鍵
を
握
る

官
民
連
携

ホ
ス
ト
国
・
地
域
に
お
い
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
着

実
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
官
民
連
携
に
よ
っ

て
、
経
済
発
展
戦
略
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
流

か
ら
下
流
ま
で
の
情
報
を
網
羅
的
に
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
、
複
数
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
横
断
的
に
取
り
組
む
提
案
型
ア
プ

ロ
ー
チ
が
、
よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
場
合
も
あ
る
だ

ろ
う
。

改
定
前
の
大
綱
に
お
い
て
も
、「
相
手
国
か
ら
の

要
請
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、（
中
略
）わ
が
国
か
ら
積

極
的
に
提
案
を
行
う
こ
と
も
含
め
、（
中
略
）対
話
・

協
働
を
重
視
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
新
た
な

大
綱
で
は
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
「
日
本
の
強
み
を
活

か
し
た
魅
力
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、
積
極
的
に
提

案
し
て
い
く
オ
フ
ァ
ー
型
協
力
を
強
化
す
る
」
旨
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
わ
が
国
が
オ
フ
ァ
ー
型
協
力
を
行

う
に
あ
た
っ
て
は
、
ホ
ス
ト
国
・
地
域
の
成
長
戦
略

や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
共
に
発
展
し
て
い
く

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
位
置
付
け
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
る
。
新
た
な
大
綱
に
も
、
開
発
途
上
国
と
の
対

話
と
協
働
を
通
じ
た
社
会
的
価
値
の
共
創
が
う
た
わ

れ
て
お
り
、
ホ
ス
ト
国
・
地
域
の
政
府
と
共
に
考
え
、

意
思
疎
通
を
図
る
努
力
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

案
件
形
成
に
向
け
て
、
民
間
も
参
画
す
る
政
策
対
話

等
を
開
催
し
、
成
長
戦
略
や
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
理
解

を
深
め
、
政
策
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
の
共
有
を

図
る
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
一
層
の
連
携
強
化

と
具
体
的
な
取
り
組
み
を
求
め
た
い
。

ホ
ス
ト
国
・
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
、

柔
軟
か
つ
効
率
的
・
迅
速
な
開
発
協
力
を

新
た
な
大
綱
で
は
、
開
発
協
力
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
、
開
発
の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
柔
軟
か
つ
効
率
的

な
協
力
の
実
施
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
迅
速

な
協
力
の
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
開
発
協
力
案
件

の
形
成
・
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
柔
軟
な
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
ホ
ス

ト
国
・
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ホ
ス
ト
国
・
地
域
が
必
要

と
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
し
て
い
く
視
点
が
欠

か
せ
な
い
。

経
団
連
と
し
て
は
、
今
後
の
制
度
改
善
な
ど
を
通

じ
て
、
①
入
札
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
簡
素
化
・
短
縮

化
、
②
ホ
ス
ト
国
・
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
迅
速
に
把
握

し
、
共
有
す
る
仕
組
み
の
整
備
、
③
複
数
年
に
わ
た

り
毎
年
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
拠
出
す
る
仕
組
み
な
ど
の

構
築
─
を
強
く
期
待
す
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
企
業
は
、
質
の
高
い
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
、
人
材
育
成
等
を
通
じ
た
開
発
協
力
を
実
施
し
、

ホ
ス
ト
国
・
地
域
か
ら
高
い
信
頼
を
獲
得
し
て
き
た
。

複
雑
化
し
、
不
透
明
感
を
増
す
国
際
社
会
に
お
い
て
、

開
発
協
力
を
通
じ
た
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
日
本
企
業
の
果
た
す
役
割
は
一
層
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
開
発
協
力
を
官
民
一
体
で
戦
略

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
経
団
連
は
、
日
本
政

府
・
関
係
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
機
関
や
国
際
開

発
金
融
機
関（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
ｓ
）へ
の
働
き
か
け
や
対
話
な

ど
を
継
続
し
、
ホ
ス
ト
国
・
地
域
の
社
会
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
注
）開
発
協
力
大
綱
の
改
定
に
関
す
る
意
見（
２
０
２
２
年
12
月
13
日
）

https://w
w
w
.keidanren.or.jp/policy/2022/103.htm
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